
令和元年9月末基準



  ＪＡバンク佐賀信連は、県内の農業協同組合及び連合会などを主な出資者として構
成される協同組織の金融機関です。
  昭和２３年の設立以来、７０年以上の長きにわたり農業専門金融機関として、また、
地域金融機関として、その本来的機能の適切な発揮と健全経営に徹しながら、広く地
域社会の発展に貢献してまいりました。
  豊かな緑に包まれた佐賀は、限りない自然の恵みのなかで、たゆみなく成長を続け
ています。私たちはこのすばらしい環境を後世に引き継ぐために、農業金融を通じな
がら、自然を育み、皆さまの豊かなくらしと地域の発展に役立ちたいと願っておりま
す。

特性を生かした業務展開 内部統制の強化
  農業の再構築と農村の活性化に向けて、こ ・リスクマネジメント態勢の確立
れまで以上にＪＡのもつ専門的な機能を発揮   金融・経済のグローバル化の進展により、

するとともに、ますます高度化・多様化する 各種リスクが多様化・複雑化する中、健全経

お客さまのニーズに応えながら、質の高い金 営を維持し、環境変化に機敏に対応していく

融サービスを提供いたします。 ため、ＡＬＭ管理をはじめ経営全般にわたる

 リスク管理の一層の拡充・強化に努めます。

地域社会への貢献 ・コンプライアンス態勢の確立
  当会は、ＪＡ組合員を基盤とする「協同組   金融機関の業務内容やリスクが多様化・複

織の金融機関」であると同時に、「地域と共 雑化している中、自己責任原則に基づいた業

に歩む金融機関」として、広く地域社会の発 務運営の確立やコンプライアンス態勢の整備

展と皆さまの豊かな生活づくりに貢献できる ・強化が強く求められております。

よう努めます。   当会では、金融システムを担う一員として、

引き続きその基本的使命や社会的責任を果た

し、皆さまに常に信頼される金融機関である

経営体質強化の徹底 ために、利用者保護態勢等の拡充に努め、徹

  金融機関を取り巻く環境が大きく変化する 底した自己責任原則に基づく自己規律のもと、

中で、皆さまにご満足いただけるサービスを 法令等を遵守し、透明性の高い経営を行って

提供するため、経営の合理化と効率化を進め まいります。

るとともに、資産の健全性の確保と自己資本

の充実を図ることにより、揺るぎない経営基  
盤の確立に努めます。

経 営 理 念

　     　  地 域 の 皆 さ ま と 共 に
                   郷 土 の 未 来 を 拓 き ま す







◇当会の特性

  当会は、佐賀県を事業区域として、地元のＪＡ を行うとともに、地域社会の一員として地
等が会員となって、お互いに助け合い、お互いに 域経済の持続的発展に努めています。
発展していくことを共通の理念として運営してい
る相互扶助型の農業専門金融機関であるとともに、 当会の会員数

地域経済の活性化に資する地域金融機関です。 平成31年3月末 令和元年9月末

  農家組合員の皆さまの経済的・社会的地位の向 7 会員 7 会員

上を目指し、ＪＡとの強い絆とネットワークを形 25 会員 25 会員

成することにより、ＪＡ信用事業機能強化の支援 32 会員 32 会員

○農業専門金融機関としての取組み

  当会は、農業専門金融機関としての本来的役割 　その他の取組みとしては、農林中央金庫
である県内農業の発展・振興を目指して、農家組 が主体となって創設した「ＪＡアグリ・エ
合員・農業生産法人（以下、担い手）等へのサポ コサポート基金」による担い手等への農業
ートを第一義とし、ＪＡをはじめ行政等関係団体 融資に対するＪＡバンク利子補給（平成
との連携を強化して、担い手等に対し各種農業資 ２７年１月より助成方式から補給方式に変
金・ファンドの提案・相談に取り組んでいます。 更）や、新規独立就農者への農業費用助成
　具体的には、当会・県内ＪＡに担い手金融実務 および新規就農研修の受入先に対する研修
の責任者となる担い手金融リーダーを６８名（平 費用助成等に取り組むなど、農業者の負担
成３１年４月末現在）配置し、担い手等からの融 軽減等に向けた支援を行っております。
資相談等に対応できる体制を整備するとともに訪 　さらに、平成２８年４月より農業者の所
問活動を強化し、担い手等の資金ニーズに合った 得増大および農業生産の拡大等に向けた取
資金提案・貸付を行うほか、公益社団法人　佐賀 組みを支援することを目的に、農業資金借
県農業法人協会および佐賀県稲作経営者会議の賛 入時に生じた保証期間に対する保証料見合
助会員に加入し、同協会・会議の活動支援や研修 い分の助成を行っております。
会等への参加による情報収集を行い同協会・会議 　なお、当県（当会および県内ＪＡ）にお
会員との関係強化に努めています。 ける利子助成・利子補給および農業費用助
　また、県内農業法人に対し農林中央金庫との同 成・研修費用助成の実績並びに当会の制度
行訪問を通じ、アグリビジネス投資育成（株)の 資金取扱状況は次のとおりとなっています。
アグリシードファンドの提案を行い、県内では４
先への出資実績となっています。

ＪＡバンク利子助成実績状況   （単位：千円）

ＪＡバンク利子補給実績状況  （単位：千円）

新規就農応援事業実績状況  （単位：千円）

保証料助成事業実績状況  （単位：千円）

制度資金の取扱状況 （単位：百万円）

件　数

助成額

件　数

補給額

資 　金　 名

　農業近代化資金

　日本政策金融公庫（農林）資金

件　数

補給額

件　数

助成額

484件

86件

営農支援

788

△1

－

3,769

－

3,768

－　畜産特別資金

平成3１年3月末

平成29年度

平成30年9月末

46,412 99,651

514件

46,927

4,581 5,369

9,318

研修支援

地域貢献に関する状況

平成28年度

平成３０年度

2,663件 3,224

平成28年度 平成29年度

19,472

722件

正会員

准会員

合計

　増　減

31件

2,355

9,804

1,035件

61

75,307

1,858件

57,639

平成３０年度

研修支援

14件

3,627

令和元年9月末

平成29年度

49,510

営農支援

27件

令和元年9月末

平成3１年3月末

291件

4,876

平成３０年度

3,270



○地域と共に歩む金融機関としての取組み

  当会及び県内ＪＡでは、地域に密着した金融機関と を開催し、各種年金手続きのお手伝いをしています。
して、地域の皆さまの多様なニーズにお応えするため、 　令和元年度におきましても、引き続き好評である
各種商品を取り扱っています。 「収穫体験定期積金もぎたて」を取り扱い、県内提携

　貯金商品としては、佐賀県内農畜産物が抽選で当た 農園で使える割引クーポン券をプレゼントするなど、

る、懸賞付定期貯金「うまかばい！２０１９」を取扱 県内の農畜産物の消費拡大を図りました。
っています。 　ローンについては、住宅・教育等、生活の様々な資

　ＪＡに年金振込または振込予約をいただいている方 金使途に応じた各種ローン商品を取り扱うとともに、

には、満５５歳以上の世代を応援するプラチナ世代定 県内ＪＡにおいては、組合員や地域の皆さまの借入相

期貯金「煌（かがやき）」をご用意するとともに、日 談等に迅速・丁寧に対応するため、住宅ローンを中心

頃のお取り引きへの感謝を込めて「ＪＡ年金感謝デー」 とした「休日ローン相談会」を６会場で開催していま

を実施しております。 す。

　また、２８年度より新たに相続により取得した資金

を原資としてお預入れいただいた方を対象として、金 　その他にも当会では、地域を支える中小企業者と農

利上乗せ相続定期貯金「縁むすび」を取り扱っていま 林漁業者の連携による新たな事業化を促進するために、

す。 「さが農商工連携応援基金」に参加し、地元金融機関

　さらに新規に年金をお受け取りになる皆さま向けに として地域経済の活性化及び農業・農村の６次産業化

年金専門の社会保険労務士を招いた「無料年金相談会」 による新たなビジネスへの取組みを支援しています。

・詳しくはお近くのＪＡへお問い合わせください。

懸賞付定期貯金「うまかばい!２０１９」

　ＪＡバンク佐賀では、佐賀県内農畜産物が当たる懸賞付定期貯金「うまかばい!２０１９」を取り扱っています。
　令和元年10月末の県内ＪＡの契約件数は7,284件、契約額は14,123百万円の実績となっています。

収穫体験定期積金「もぎたて」

  ＪＡバンク佐賀では、佐賀県産農産物消費拡大を目的とした『収穫体験定期積金「もぎたて」』を取り扱って
います。
　令和元年10月末の県内ＪＡの契約件数は9,322件、契約額は6,960百万円の実績となっています。

プラチナ世代応援定期貯金「煌（かがやき）」

  ＪＡバンク佐賀では満55歳以上で、ＪＡに年金振込または振込予約いただいた方を対象に、金利上乗
定期貯金「煌」を取り扱っています。
　令和元年10月末の県内ＪＡの契約件数は4,131件、残高は25,516百万円の実績となっています。　　　

相続定期貯金「縁むすび」

  ＪＡバンク佐賀では、相続手続き完了後１年以内に相続により取得した資金を原資としてお預入れいただく
お客様を対象に、相続定期貯金「縁むすび」を取り扱っています。
　令和元年10月末の県内ＪＡの契約件数は242件、契約額は988百万円の実績となっています。　　　

ＪＡ年金感謝デー

　ＪＡバンク佐賀では、平成23年2月より、ＪＡにおいて年金を受取られている方を対象に、日頃のＪＡバンク
でのお取引きに感謝し、偶数月の特定日にご来店いただいた方にもれなくプレゼントをお渡しする「ＪＡ年金
感謝デー」を実施しています。

ＪＡネットバンク

　ＪＡネットバンクは、インターネットに接続されているパソコン・スマートフォン・携帯電話から、窓口やＡＴＭ
でご提供しております各種サービス（残高照会・入出金明細照会・振込振替等）を自宅や外出先よりお手軽にご利用
いただけます。

「無料年金相談会」「相続相談会・相続対策セミナー」の開催

　ＪＡバンク佐賀では、新規に年金をお受け取りになられる方へ年金専門の社会保険労務士を招いた「無料年金相談会」
を開催しています。
　また、高齢社会の進展に合わせ相続相談のニーズが高まる中、相続相談会・相続対策セミナーも開催しています。

本所
第２日曜日

10時～15時

会　場 開 催 日 時

ＪＡさが

本所地区ローン
相談センター

毎週土・日曜日
10時～15時

ＪＡ佐賀市中央 多布施支店
第３日曜日

10時～15時

東部地区ローン
相談センター

毎週土・日曜日
９時～17時

ＪＡからつ 唐津中央支所 
毎週日曜日

10時～17時

みどり地区ロー
ン相談センター

毎週日曜日
10時～15時

ＪＡ伊万里

休日ローン相談会開催状況（令和元年11月末現在）

Ｊ　Ａ　名 会　場 開 催 日 時 Ｊ　Ａ　名



○地域からの資金調達の状況

  当会の資金は、その大半が県内ＪＡにお預け
いただいた組合員及び地域の皆さまの大切な財
産である貯金を源泉としています。

貯金残高
 （単位：百万円）

 うち流動性貯金

○地域への資金供給の状況

  当会では、地域の資金は地域に還元していく   農業メインバンク、地域のメインバンクとし
ことを基本に、組合員や地域の皆さま、ＪＡ・ て地域振興への取組みを積極的に支援し、地域

農業に関連する企業・団体及び県内地場企業や 経済の発展に貢献するために、各種資金需要に
地方公共団体などにも広くご利用いただいてい 対応しています。
ます。

貸出金残高
貸出先別残高 （単位：百万円)

業種別の貸出金残高 （単位：百万円、％）

（注）（  ）内は構成比です。  

41,462（ 32.1 ） 36,583

7,711 （  6.0 ）

△ 7,238

961

（  48.０ ） △ 2,882

△ 4,878

△ 508

（    ７.１ ）

（ 100.0）

23

3,135運 輸 ・ 通 信 業

△ 11

25 （  0.0 ）

（  3.5）

129,045（100.0）

－

（    0.1 ）

（  0.0 ） 1325

5,5005,500 （  4.3 ）

61,350（ 47.5 ）

4,490

121,807

（    ４.５ ） -

（     0.0 ） △ 1

       定期性貯金 724,726 740,856 16,130

平成31年3月末 令和元年9月末

61,714 58,655

13,300

       その他の貯金 1,175

       その他 65,421

       譲渡性貯金 －

763 △ 411

68,734 3,312

－ －

貯        金 737,353 752,271 14,918

 平成31年3月末 令和元年9月末 増      減

11,450 10,651 △ 799

 うちＪ   Ａ 671,931 683,537 11,605

貸      出      金 129,045 121,807 △ 7,238

うち 会      員      等

2,516 （  1.9 ） 3,179

2,000（   1.5  ） 2,000

（    2.６ ）

0建 設 業

電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業

（    ２.6 ） △ 5713,707 （  2.9）

農 業 97

△ 3,058

－ （   －  ） － （     － ）

107 （  0.1 ）

その他事業者等 54,031 47,464 △ 6,566

平成31年3月末

地方公共団体等

令和元年9月末 増       減

増      減

15,686 2,386

58,467

（    3.３ ）

（    0.0 ）

（  30.０ ）

-

（   0.１ ）

（    1.6 ）

3,982

8,673

△ 9

-

150 （  0.1 ） 150

663

（   －  ） － （     － ） -

そ の 他

林 業

水 産 業

製 造 業

鉱 業

合 計

卸 売 ・ 小 売 業 ・ 飲 食 業

金 融 ・ 保 険 業

不 動 産 業

サ ー ビ ス 業

地 方 公 共 団 体

会員等

8％

地公体

等

52%

その他

事業者

40％

貸出先比率（元年9月末）

JA

89%

その他

11％

貯金受入先構成（元年9月末）

流動性

1％

定期性

99％

その他

0%

貯金種類別構成（元年9月末）



○ 金融円滑化への対応

　当会は、農業者の協同組織金融機関として、 　このような認識のもと、当会では中小企業等の経
健全な事業を営む中小企業（農業者等）をはじ 営支援に取り組んできており、また、金融円滑化法
めとする地域のお客さまへ必要な資金を円滑に の期限が到来した後も、法律の有無等に拘らず、従
供給し、利便性の向上を図ることを最も重要な 前の主旨・目的を踏襲する方針・姿勢・考え方のも
役割のひとつと位置づけております。 と、前述の役割発揮に努めることとしております。

金融円滑化にかかる基本的方針
１． 当会は、お客さまからの新規融資や貸付条件の変更等の申込みがあった場合には、お客さまの
　 特性および事業の状況を勘案しつつ、できる限り、柔軟に対応するよう努めます。
２． 当会は、事業を営むお客さまからの経営相談に積極的かつきめ細かく取り組み、お客さまの経
　 営改善に向けた取組みをご支援できるよう努めてまいります。
　 　また、役職員に対する研修等により、上記取組みの対応能力の向上に努めてまいります。
３． 当会は、お客さまから新規融資や貸付条件の変更等の相談・申込みがあった場合には、お客さ
   まの経験等に応じて、説明および情報提供を適切かつ十分に行うように努めてまいります。
　 　また、お断りさせていただく場合には、その理由を可能な限り具体的かつ丁寧に説明するよう
　 努めます。
４． 当会は、お客さまからの、新規融資や貸付条件の変更等の相談・申込みに対する問い合わせ、
　 相談及び苦情については、公正・迅速・誠実に対応し、お客さまの理解と信頼が得られるよう努
   めてまいります。
５． 当会は、お客さまからの、新規融資や貸付条件の変更等の申込み、事業再生ＡＤＲ手続の実施
　 依頼の確認または地域経済活性化支援機構もしくは東日本大震災事業者再生支援機構からの債権
　 買取申込み等の求めについて、関係する他の金融機関等（政府系金融機関等、農業信用基金協会
　 ・信用保証協会等および中小企業再生支援協議会を含む。）と緊密な連携を図るよう努めてまい
   ります。
　　 また、これらの関係機関等から照会を受けた場合は、守秘義務に留意しつつ、お客さまの同意
　 を前提に情報交換しつつ連携に努めます。
６． 金融円滑化管理に関する体制
　　 当会は、お客さまからの上述のような申込みに対し、円滑に措置をとることが出来るよう、次
　 のような必要な体制を整備いたしております。
　（１）理事長以下、常務、各部長、監査室長を構成員とする「コンプライアンス委員会」にて、
　　　金融円滑化にかかる対応を一元的に管理し、組織横断的に協議します。
　（２）融資担当常務を「金融円滑化管理責任者」として、当会全体における金融円滑化の方針や
      施策の徹底に努めます。
　（３）融資部長を「金融円滑化管理担当者」として、当会における金融円滑化の方針や施策の徹
      底に努めます。
７． 当会は、本方針に基づく金融円滑化管理態勢について、その適切性および有効性を定期的に検
　 証し、必要に応じて見直しを行います。

○ 経営者保証に関するガイドラインへの対応

　当会は、農業者の協同組織金融機関として、 ご意思を慎重に確認させていただく等、対応に努めて
健全な事業を営む中小企業（農業者等）をはじ 参りました。
めとする地域のお客さまへ必要な資金を円滑に 　また、この度の「経営者保証に関するガイドライン」
供給し、利便性の向上を図ることを最も重要な に関しては、当ガイドラインの趣旨を当会の各種規定
役割のひとつと位置づけております。 等に盛り込み、丁寧かつ適切な対応をしております。
　このような認識のもと、従前より、ご融資の 　今後は、更なる態勢整備を強化することはもちろん
際にご提供いただく経営者保証については、ご のこと、中小企業等の経営支援に積極的に取り組み、
契約時に保証に関する契約内容を十分説明の上、 当ガイドラインの考え方のもと、誠実に対応するよう

努めて参ります。

・経営者保証に関するガイドラインへの取組状況

　当会は、個人保証契約（事業資金および賃貸 　また、保証契約の締結が必要と判断した場合におい
住宅資金）を締結する場合はもちろんのこと、 ても当ガイドラインの趣旨を踏まえ、保証人や主たる
既に締結した保証契約の解除・見直し等の申し 債務者の状況を総合的に勘案し、適切な保証契約を締
入れ、更には事業承継時等において、丁寧かつ 結することとしており、同ガイドラインに即した対応
具体的に説明を行い対応しております。 を実施しております。



○ お客さま本位の業務運営

　ＪＡグループは、食と農を基軸として地域に根 する原則」を採択するとともに、組合員・利用者の
差した協同組合として、助け合いの精神のもと 皆さまの安定的な資産形成に貢献するため、以下の
に、持続可能な農業と豊かで暮らしやすい地域 取組方針を制定いたしました。
社会の実現を理念として掲げています。 　今後、本方針に基づく取組みの状況を定期的に公
　当会では、この理念のもと、2017年3月に金 表するとともに、よりお客さま本位の業務運営を実
融庁より公表された「顧客本位の業務運営に関 現するため本方針を必要に応じて見直して参ります。

お客さま本位の業務運営に関する取組方針

１．お客さまへの最適な商品提供
（1）お客さまに提供する金融商品は、特定の投資運用会社に偏ることなく、社会情勢や手数料の水
　　準等も踏まえたうえで、お客さまの多様なニーズにお応えできるものを選定します。
２． お客さま本位のご提案と情報提供
（1）お客さまの金融知識・経験・財産、ニーズや目的に合わせて、お客様にふさわしい商品をご提
　　案いたします。
（2）お客さまの投資判断に資するよう、商品のリスク特性・手数料等の重要な事項について分かり
　　やすくご説明し、必要な情報を十分にご提供します。
（3）お客さまにご負担いただく手数料について、お客さまの投資判断に資するように、丁寧かつ分
　　かりやすい説明に努めます。
３． 利益相反の適切な管理
（1）お客さまへの商品選定や情報提供にあたり、お客さまの利益を不当に害することがないように、
　　「利益相反管理方針」に基づき適切に管理します。
４． お客さま本位の業務運営を実現するための人材の育成と態勢の構築
（1）研修による指導や資格取得の推進を通じて高度な専門性を有し誠実・公正な業務を行うことが
　　できる人材を育成し、お客さま本位の業務運営を実現するための態勢を構築します。



◇文化的・社会的貢献の状況

  当会では、金融機能の提供にとどまらず、地域に根ざす金融機関としての使命を果たすため、
環境・文化・教育・スポーツといった面も幅広く視野に入れ、地域社会の活性化と社会的な貢
献活動に積極的に取り組んでいます。

○文化的・社会的貢献への取組み

「学童オリンピック」大会への協賛
　ＪＡグループ佐賀として、県内スポーツ文化の発展・向上と児童や青少年の健全な心
と身体の育成を願い、「ＪＡ杯佐賀新聞学童オリンピック」大会に特別協賛しています。
　同大会の全16競技において、栄光のＪＡ杯をかけて熱戦を繰り広げる児童達に向け、
将来の大きな活躍を期待して、グループを挙げて声援を送っています。
　今後もＪＡバンク佐賀では、スポーツを通じて地域の皆さまとのふれあいを大切に、
地域の発展に寄与していきます。

さが県民「第九」公演への特別協賛
　県内でも長い歴史を誇り、県民参加の年末の恒例行事として定着している、さが県民
「第九」公演に特別協賛しています。
　ＪＡバンク佐賀として、文化的活動の振興と、地域社会の活性化に取り組んでいます。

佐賀さいこうフェスへの協賛
　文化的、歴史的な魅力を県内外に発信することを目的に佐賀県とサガテレビが主催す
る「佐賀さいこうフェス」に協賛しています。

　地域でのイベントに積極的に参加し、地域文化の振興と発展への活動に取り組んでい
ます。

　

「ばぶばぶフェスタ２０１９」ブース出店
　ＪＡバンク佐賀では、農業と地域・利用者をつなぐ取組みを積極的に行っており、育
児中の方や出産を控える世代の支援ならびに家族での学び・ふれあいを目的として開催
された「ばぶばぶフェスタ」に協賛しました。

「県内一斉ふるさと美化活動」への参加
  自治体で実施されている「ふるさと美化活動」に参加し、駅前を中心として清掃活動
を行いました。だれもが親しめる美しいふるさとづくり活動と地域環境整備への協力を
積極的に行っています。

地球温暖化対策及び環境保全への取組み

として、業務全般にわたる節電、クールビズ、ウォームビズ等に取り組んでいます。
　また、佐賀県の「夏のクールビズ・冬のウォームビズ宣言事業所」に登録するなど、
環境保全にも努めています。

  地球温暖化防止ならびに東日本大震災による原発問題を背景とした電力不足への対応



協力活動
  国の内外において災害や病気で苦しんでいる人々の救援等の活動を行っている日本赤
十字社へ毎年寄付を行っています。
　また、医療において欠かすことのできない輸血用の血液が不足している現状から、定
期的に献血活動へ参加しています。
  その他にも、両手が不自由な方が描く「口と足で描いた作品」（メモ帳）などを活用
することにより、障がいのある方の社会復帰活動への協力等を行っています。

ＪＡバンク食農教育応援事業
　子供たちの食への関心を高め、食の大切さ、食を支える「農」の役割、自らの暮らしと
社会の営みとの関わり、地域の食文化、いのちと健康の尊さなどに対する理解を広げ、深
めることを目的として、ＪＡ・信連・農林中央金庫が一体となって、食農教育を中心とす
る教育活動を実践しています。
　また、平成20年度より小学校の食農教育等で活用できる補助教材本を県内の全小学校や
図書館に継続的に贈呈するなど、小学校・教育委員会・地域の皆さまと連携して食農教育
に取り組んでいます。

年金友の会活動への支援
  県内ＪＡでは、年金をＪＡで受け取られているお客さまを中心に、「ＪＡ年金友の会」
を結成しています。当会では、会員相互の親睦や健康増進を目的とした、「グラウンドゴ
ルフ大会」・「親睦旅行」など各種活動等の支援を行っています。
　加えて、友の会会員の仲間の輪を広げ、「生きがい」・「健康」・「仲間づくり」への
活動を積極的に支援していくため、「ＪＡ年金友の会佐賀県大会」を開催しました。
　さらに、友の会会員はもとより、地域の皆さまの参加型ベントであるＪＡ年金友の会カ
ラオケ大会「うた王フェスティバル」を開催し、多くの方が参加され、大盛況となりまし
た。

「サンクスの森」植樹活動
　ＪＡバンク佐賀では、佐賀県の基幹産業である農業に不可欠な水と大地を守り、豊かな
暮らしと地域発展につなげるために平成２７年・２９年に植樹を行った「サンクスの森」
において、除草作業を行いました。

県内ＪＡの地域貢献への取組状況
　県内ＪＡでは、ＪＡ利用者との交流を深めるため、農産物の収穫祭や農業体験等を開催
しています。また、ＪＡを利用したことがない方も楽しめる子育て応援活動など、数多く
のイベントを開催し、地域活性化と社会的な貢献活動に積極的に取り組んでいます。

　年金友の会会員の健康増進や親睦を図るため、「グラウンドゴルフ大
会」を開催しています。

　ＪＡ住宅ローン利用者等を対象にイチゴ狩り体験を行っていただくとと
もに、地元で採れた農作物のプレゼントを行っています。

　ＪＡ住宅ローン利用者等を対象に、イチゴ狩り体験や収穫したイチゴを
使ったクレープ作りなどを行い、食と農を身近に感じてもらっています。

グラウンドゴルフ大会

ふれあい農業体験

イチゴ狩り体験
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  当会では、相談・苦情等処理措置として、

業務運営体制・内部規則等を整備のうえ、

その内容をホームページ・チラシ等で公表

するとともに、佐賀県農業協同組合中央会

が設置・運営する佐賀県ＪＡバンク相談所

と連携し、迅速かつ適切な対応に努め、相

談・苦情等の解決を図ります。

　なお、平成31年4月より各県の相談所を集

約した一般社団法人ＪＡバンク相談所が全

国段階の相談・苦情等受け付け窓口となっ

ています。

  当会の相談・苦情等受付窓口

電　　話：０９５２－２５－５１８６

受付時間：午前９時～午後５時  

（金融機関の休業日を除く）

　

電　　話：０３－６８３７－１３５９

受付時間：午前９時～午後５時  

（金融機関の休業日を除く）

一般社団法人 ＪＡバンク相談所

相談・苦情等処理措置について

☆【キャッシュカード・

　　　　　通帳等を紛失された場合】

　【受付時間】　

平日　  0：00～ 9：00

17：00～24：00

土・日・祝日　　　　 24時間受付

上記時間以外はお取引店舗へご連絡

ください。

☆【ＪＡカードを紛失された場合】

℡０１２０－１５９－６７４

　【受付時間】　

２４時間受付・年中無休

・一体型カードを紛失された場合は、

　上記２箇所へご連絡ください。

盗難・紛失受付ダイヤル

　　　　   モシモのトウロク
℡０１２０－６４６－１０６

通帳・キャッシュカード・

ＪＡカード（クレジット機能付）

https://www.jabank-saga.jp/


（単位：百万円）

■金額は、単位未満を切り捨てのうえ表示しています。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

預 け 金

1,326

538,036 479,672 503,729

経営状況の半期開示について

区 分

３．リスク管理債権

124,641 129,045 121,807

平成31年3月末

１．主要勘定の状況

有 価 証 券 148,232

平成30年9月末 平成31年3月末 令和元年9月末

貸 出 金

貯 金 （ NCD 含 ） 779,636 737,353 752,271

157,588 158,379

経 常 利 益 1,341 1,153

3 ヵ 月 以 上 延 滞 債 権 額

【リスク管理債権区分とは】

延 滞 債 権 額

合 計

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額

２．損益の状況

平成30年度半期 平成30年度

破 綻 先 債 権 額

当 期 剰 余 金 1,019 1,090 1,083

令和元年度半期

－ －

平成30年9月末

238

114

79

106692

－

106

27 24

－

114

債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の
債務者に有利となる取決めを行った貸出金（上記破綻先債権、延滞債権、３ヵ月以上延滞債権に掲げるものを除く。）。

区 分

リ ス ク管理債権合計額 （ Ａ ）

担 保 ・ 保 証 付 債 権 （ Ｂ ）

454

元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ヵ月以上遅延している貸出金（上記破綻先債権及び延滞債権に掲げるも
のを除く。）。

平成30年9月末 平成31年3月末

令和元年9月末

４．リスク管理債権の保全状況

令和元年9月末

貸出条件緩和債権額

-

106

－

－

692

-

114

破 綻 先 債 権 額

元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の
見込がないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。下記延滞債権におい
て「未収利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和４０年政令第９７号）第９６条第１項
第３号のイからホまでに掲げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じているもの。

延 滞 債 権 額
未収利息不計上貸出金であって、上記破綻先債権に掲げるもの及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目
的として利息の支払いを猶予したもの以外のもの。

３ヵ月以上延滞債権額

キャッシュフローによる回収額（Ｃ）

72

13

68

担保・保証等控除後債権（Ａ-Ｂ-Ｃ-Ｄ） － － －

14 14

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 （ Ｄ ） 599



５．金融再生法開示債権（単体）
（単位：百万円）

債 権 区 分

破綻更生債権及びこれら
に 準 ず る 債 権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

正 常 債 権

合 計

【金融再生法開示債権区分とは】

破綻更生債権及びこれら
に 準 ず る 債 権

危 険 債 権

要 管 理 債 権 ３ヵ月以上延滞債権で上記に該当しないものおよび貸出条件緩和債権

正 常 債 権

６．金融再生法開示債権の保全状況
（単位：百万円）

７．（単体）自己資本比率（国内基準適用）
　　　　　　　　（単位：百万円）

項目

自 己 資 本

リ ス ク ・ アセッ ト等

自 己 資 本 比 率

担保・保証等控除後債権（Ａ-Ｂ-Ｃ-Ｄ）

破産、更生、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権およびこれ
らに準ずる債権

債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態および経営成績が悪化し、契約に従った債権の
元本の回収および利息の受取りができない可能性の高い債権

－

129,767

－

124,903

125,596

－

129,884

122,656

122,765

項目

14

74

－

17.82%

令和元年9月末平成30年9月末

54,940

債務者の財政状態および経営成績に特に問題がないものとして、上記に掲げる債権以外のものに区分され
る債権

20.19%

55,398

313,564

17.66%

272,072

平成31年3月末

54,346

304,871

13

599

－

令和元年9月末

2

106

平成30年9月末 平成31年3月末

563

129

2

114

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 （ Ｄ ）

－

116

令和元年9月末

108

24

14

68

金融再生法開示債権合計（Ａ ）

担 保 ・ 保 証 付 債 権 （ Ｂ ）

キャッシュフローによる回収可能額（Ｃ）

27

平成31年3月末平成30年9月末

692

79



８．有価証券等時価情報

【有価証券】
　　　　　　　　　（単位：百万円）

取得価格 時　　価 評価損益 取得価格 時　　価 評価損益 取得価格 時　　価 評価損益

売 買 目 的 － － － － － － － － －

満 期 保 有 目 的 － － － － － － － － －

そ の 他 136,184 148,232 12,048 145,151 157,588 12,436 145,300 158,379 13,078

合 計 136,184 148,232 12,048 145,151 157,588 12,436 145,300 158,379 13,078

■　９月末の有価証券の時価は９月末日における市場価格等に基づく時価としています。

■　取得価額は償却原価適用後、減損処理後のものです。

【金銭の信託】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

取得価格 時　　価 評価損益 取得価格 時　　価 評価損益 取得価格 時　　価 評価損益

運 用 目 的 － － － － － － － － －

満 期 保 有 目 的 － － － － － － － － －

そ の 他 6,690 7,677 986 7,140 7,329 189 7,140 7,329 188

合 計 6,690 7,677 986 7,140 7,329 189 7,140 7,329 188

■　９月末の金銭の信託の時価は９月末日における市場価格等に基づく時価としています。

■　運用目的金銭の信託については取得価額を、満期保有目的金銭の信託またはその他目的金銭の信託

　　　については、償却原価適用後、減損処理後のものです。

区　　　　　　分
平成30年9月末 平成31年3月末 令和元年9月末

区　　　　　　分
平成30年9月末 平成31年3月末 令和元年9月末


